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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年12月2日(2021.12.2)

【公開番号】特開2020-91324(P2020-91324A)
【公開日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2020-023
【出願番号】特願2018-226694(P2018-226694)
【国際特許分類】
   Ｇ１０Ｋ  11/16     (2006.01)
   Ｇ１０Ｋ  11/172    (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/32     (2006.01)
   Ｂ６４Ｄ  33/00     (2006.01)
   Ｂ６４Ｃ   1/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１０Ｋ   11/16     １２０　
   Ｇ１０Ｋ   11/16     １００　
   Ｇ１０Ｋ   11/172    　　　　
   Ｂ３２Ｂ    5/32     　　　　
   Ｂ６４Ｄ   33/00     　　　Ｂ
   Ｂ６４Ｃ    1/40     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月22日(2021.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面を流れる流体の圧力変動を吸収する圧力変動吸収構造体であって、
　圧力変動吸収用の孔が表面に設けられた有孔部材と、
　前記有孔部材の表面に配置され、少なくとも前記孔に対応する領域に、前記表面を流れ
る流体のＧｒａｚｉｎｇ流の発生を抑圧するための複数の小孔が穿孔された薄膜と
　を具備する圧力変動吸収構造体。
【請求項２】
　前記小孔は、圧力変動を透過させ、かつ、表面の流体の流れの透過を規制する孔径であ
る請求項１に記載の圧力変動吸収構造体。
【請求項３】
　前記薄膜の厚さを前記小孔の孔径で除したアスペクト比が２より小さい請求項１又は２
に記載の圧力変動吸収構造体。
【請求項４】
　前記小孔の直径は、前記圧力変動吸収用の孔の直径の１／２より小さい請求項１、２又
は３に記載の圧力変動吸収構造体。
【請求項５】
　前記薄膜に前記複数の小孔が実質的に均一に穿孔され、前記複数の小孔による前記薄膜
の開口率は、１５％以上である請求項１、２、３又は４に記載の圧力変動吸収構造体。
【請求項６】
　前記複数の小孔は、前記孔に対応する領域及び前記領域の周囲に分布している請求項１
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、２、３又は４に記載の圧力変動吸収構造体。
【請求項７】
　前記複数の小孔は、前記領域の直径の３倍程度の直径の範囲に分散している請求項６に
記載の圧力変動吸収構造体。
【請求項８】
　前記薄膜は、積層構造である請求項１、２、３、４、５、６又は７に記載の圧力変動吸
収構造体。
【請求項９】
　前記有孔部材は、圧力変動吸収用の孔としての吸音用の孔が表面に設けられた共鳴式の
吸音パネル本体である請求項１、２、３、４、５、６、７又は８に記載の圧力変動吸収構
造体。
【請求項１０】
　前記有孔部材は、圧力変動吸収用の孔が表面に設けられた圧力変動吸収材である請求項
１、２、３、４、５、６、７又は８に記載の圧力変動吸収構造体。
【請求項１１】
　前記圧力変動吸収材は、多孔質材又は金属繊維状吸音材である請求項１０に記載の圧力
変動吸収構造体。
【請求項１２】
　表面を流れる流体の圧力変動を吸収する圧力変動抑制用の薄膜であって、
　圧力変動を透過させ、かつ、表面の流体の流れの透過を規制する孔径で、前記表面を流
れる流体のＧｒａｚｉｎｇ流の発生を抑圧するための小孔が多数穿孔された圧力変動抑制
用の薄膜。
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